
１ 巡回相談について 

   特別支援保育の質の向上と保育者のスキルアップを目的として、嘱託医および臨床心理士、

臨床発達心理士、学校心理士が、保育園、幼稚園を巡回し、対象となる児童を観察後、園か

らの質問や相談に具体的なアドバイスを行っている。

  ＜巡回相談実績＞         

平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

（10月末）

回  数 ２６４ ４１１ ２５３

 ＜主な相談とアドバイス＞

発達遅滞のため歩行が

不安定な子どもの運動

機能向上について

かかとを浮かせて歩行しているので、しっかりと床につけるこ

とができるように、スクワットのような動きを遊びに取り入れ

るとよい。

保育室を飛び出してし

まう園児の対応につい

て

周りからの刺激を受けやすい保育室中央を避けて、遊びの場所

を設定するとよい。本児が飽きて周りを見回し始めたら、次の

遊びを提示する等の工夫が必要。

障害をもつ年長児の保

育と就学に向けた相談

保育では、言葉だけで伝えるのではなく、文字や絵などで示す

と本児は理解しやすい。就学に向けては、周囲が気になりにく

い前の席の方が話している内容が伝わりやすいなどの留意点

を小学校に伝えた方がよい。

２ 保護者相談会について  

   子育てに関する不安や悩みを抱える保護者を対象に、保育園や幼稚園等の身近な施設を会

場として、専門家による個別相談を実施している。専門的立場から助言を行うことで、保護

者の不安を軽減し、安心して子育てができるように支援している。また、必要に応じて専門

機関や療育機関へつなげるきっかけ作りも行っている。

＜保護者の主な感想＞

・成長について、お兄ちゃんや周りの子どもたちと比べてしまい落ち込むことが多かったの

ですが、話を聞いてもらい気持ちが楽になりました。ひとりの子どもとして成長を見守っ

ていきます。

・普段、臨床心理士の先生とお話する機会がないのですが、心配なことや不安なことなどを

聞いてもらい、アドバイスをたくさんいただけたのでよかったです。

・相談会の日程をもう少し増やしてもらいたいです。

３ 保育者研修について 

   発達遅滞の内容や保育上の留意点など特別支援保育の基礎的な知識を取り上げた研修や

講演会を実施している。継続講座では児童の発達特性の理解や効果的な支援方法について学

ぶ機会とし、より専門性の高い保育者の育成を行っている。

   また、私立保育園連合会でも、特別支援保育についての研修を年１回実施している。

＜研修実績＞

（講演会）               （継続講座）

４ 園での具体的な取り組み 

（１）特別支援保育推進チームの設置

   区立保育園では、特別支援保育の知識・経験が豊富な保育士を中心とした専門チームを設

置。周囲の保育士へ保育方法のアドバイスや巡回相談を受ける時期や相談内容のコーディネ

ートを行うことで、一層の特別支援保育の質の向上を図っている。

（２）介助員の配置等※（ ）内は令和元年 10月末時点の実績

  ①区立幼稚園

     心身に障害のあるお子さんや心身の発達状態から同様の配慮を必要とするお子さんを、

集団での教育が可能な場合において受け入れ、より良い発達に配慮しながら対応している。

介助員の配置については、就園措置委員会で決定し、各園に配置している。（６２人）

  ②私立保育園

     心身に障害のあるお子さんを集団保育の中でスムーズに受け入れるため、私立保育園が

専任職員を加配した場合に、区から特別支援保育加算を行っている。（４７人）

  ③私立幼稚園

     心身障害児教育に積極的に取組み、心身に障害のあるお子さんを 1か月以上受け入れて

いる園には、区から補助金を交付している。（２６人）

平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

（10月末）

回  数 １５ ２０ １１

参加人数 ８６９ １,２９９ ８７５

文 教 委 員 会 資 料 

令 和 元 年 1 2 月 2 日 

子ども未来部保育課・保育支援課

子どものための特別支援について 



　

※１

30年度２5年度 ２９年度

小学校・
義務教育学校
（前期課程）

中学校・
義務教育学校
（後期課程）

令和元年度
(１０月末時点)

30年度２9年度25年度

97

191

93

197

97

184

53

知的障害
(中・後期)
7校

54 68 80 85

自閉症・
情緒障害

（中・後期のみ）
1校

5 8

知的障害
(小・前期)
9校

128 139 141 147

病弱・心身虚弱
(小・前期のみ)
-さいかち学級-

0 1 1 0

297 416 541

言語障害
(小・前期のみ)

2校
26 61 88 90

難聴
（小・前期）
1校

15 5 8 11

特別支援教室
（小・前期）
全校

85
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31324573
小学校・

義務教育学校
（前期課程）

1271
中学校・

義務教育学校
（後期課程）

625456
小学校・

義務教育学校
（前期課程）

525
中学校・

義務教育学校
（後期課程）

介
助
員

(

※
2

)

令和元年度
（１０月末時点）

366

20

80

4

知的な遅れのない児童・生徒を対象に学級担任の指示に基づき、具体的な指示や声掛け等を行い
ます。
日常生活に困難がある場合や、移動や集団行動でサポートをする必要がある児童・生徒の介助・安
全確保を行います。

令和元年度
(１０月末時点)

３０年度２９年度２５年度障害種別

91

特別支援教室
（中・後期）
全校

17 57 94 107

難聴
（中・後期）
1校

2 2

子どものための特別支援について

特別支援学級在籍、

特別支援教室・通級指導学級利用の児童・生徒数
就学・転学相談 実施件数

通常の学級において学習支援員、

介助員が配置されている児童・生徒数

（件）

（人）

（人）

令和元年１２月２日

文教委員会資料

教育総合支援センター令和元年10月末日現在



すべての児童・ 生徒が
充実し た学校生活をおく るために

品川区の特別支援教育の取組や就学相談の流れなどに
ついて御紹介し ます。

品川区教育委員会
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品川区の特別支援教育の取組

特別支援教育の理念は

障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援すると いう 視点に

立ち、 幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し 、 そのもてる力を高め、 生活や学習上

の困難を改善又は克服するため、 適切な指導及び必要な支援を行う ものである。

また、 特別支援教育は、 これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく 、 知的な遅れのない

発達障害も含めて、 特別な支援を必要と する幼児児童生徒が在籍する全ての学校において実

施さ れるものである。

さ らに、 特別支援教育は、 障害のある幼児児童生徒への教育にと どまらず、 障害の有無や

その他の個々の違いを認識し つつ様々な人々が生き生きと 活躍できる共生社会の形成の基礎

と なるものであり 、 我が国の現在及び将来の社会にと って重要な意味を持っている。

( 文部科学省通達 19 文科初第 125 号 平成 19 年 4 月 1 日)

と さ れています。

品川区教育委員会では、 「 自立や社会参加に向けた主体的な取組への支援」 と 「 共生社会

の形成の基礎」 をキーワード に、 通常の学級においては、 学習支援員の活用や通級指導等に

よる支援の質の向上を進めています。 また、 特別支援学級における環境の整備や指導内容の

充実、 「 交流及び共同学習」 の充実を推進し ています。

※ 区立学校の担当校5～6校（ 小・ 中学校、 義務教育学校） に、 2週間に1回程度の間隔で巡回し ています。 各担当校では、 いじ めや

不登校、 問題行動などの実態把握をはじ め、 学習・ 生活面や友達関係、 家庭環境などに見られる諸課題に対し て配慮を要する児

童・ 生徒への学校や都費スクールカウンセラーの対応について必要な指示・ 助言をし ます。

品川区教育委員会では、 品川区全体の特別支援体制の方向性を踏まえて、 児童・ 生徒一人

一人のもてる力を高め、 自立や社会参加を目指し た教育的支援を行う ため、 各学校の校内体

制の整備・ 充実に向けて、 次のよう なこと を行っています。

① 教職員への理解啓発

② 特別支援教育推進の中核と なる教員の養成

③ 巡回相談員による支援※

④ 専門家による訪問相談

⑤ 都費スクールカウンセラーの配置

⑥ 特別支援学級・ 特別支援教室の整備・ 充実

⑦ 都立特別支援学校に在籍する区内在住児童・ 生徒の副籍制度を利用し た交流及び共同学習

の充実

⑧  NPO法人による学習支援員・ 介助員の養成・ 配置

1



品川区の特別支援教育体制

・ 特別支援教育に関する研修

小・ 中学校・ 義務教育学校

特別支援学級（ 固定級）

特別支援学級（ 通級）

・ 知的障害

・ 自閉症・ 情緒障害
・ 病弱

・ 言語障害

特別支援教室（ 訪問指導）

・ 情緒障害等

・ 難聴

・ 実態把握
・ 関係機関との連携、情報の共有

・ 学校生活支援シート の策定
・ 個別指導計画の作成

・ 保護者への理解啓発

・ 教職員への理解啓発

特別支援教育

コーディネーター

特別支援教育コーディネーター

連絡会（ 年3回）

・ 巡回相談員

・ 都費スク ール
カウンセラー

巡回相談員

連絡会（ 月1回）

区費指導助手

区費講師

学習支援員介助員

校内委員会

募
集
・
養
成
・
配
置

都
立
特
別
支
援
学
校

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

通常の学級

専
門
家
委
員
会

交
流
及
び

共
同
学
習

専 門 家によ る 訪 問 相 談

就 学 相 談 委 員 会

通級・ 特別支援教室相談会議

品川区立教育総合支援セン タ ー

特 別 支 援 教 育 係

品川区療育支援ネットワーク
◇子ども未来部 子ども育成課、 保育課

◇福祉部 障害者福祉課、 品川児童学園

◇品川区保健所 品川保健センタ ー、 大井保健センタ ー、
荏原保健センタ ー

・ 副籍
・ コーディネーター

による訪問相談
・ 理解充実事業
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様 な々相談機関

医学等の進歩により 、 子どもの障害等の早期発見が可能になってきまし た。 そし て乳幼児

期からの相談が、 障害による学習や生活上の困難な状態の改善や克服をし 、 子どもの将来の

自立や社会参加を目指すう えで大変大きな役割を果たすよう になり まし た。

相談機関では、 障害のある子どもの育児や成長・ 発達について、 保護者の方が抱いている

様々な不安や疑問に、 親身になって相談にのり 、 保護者の方が安心し て子どもを育てること

ができるよう 、 適切な助言に努めています。

障害のある子どもを支える関係機関等は、 教育・ 福祉・ 医療・ 保健・ 労働など様々な分野

に存在し ます。 そし て、 子どもが成長し 、 ライフステージが変わるごと に、 直接かかわる機

関も変わっていきます。

教育・ 福祉・ 医療・ 保健・ 労働などの関係機関が一体と なった

連携組織をつく り 、 乳幼児期から学校卒業後までの一貫し た相談

支援体制が求められています。

品川区においては、 障害者福祉課を中心に、 障害のある子ども

たちにかかわる関係の部署が連携し て、「 療育支援ネッ ト ワーク」

を組織し、 障害のある人たちやその家族をいかに支援し ていく か、

その体制について検討を重ねています。

保健所

障害者福祉課

品川公共職業安定所
（ ハローワーク）

発達障害者支援センター

就労支援・就労に
関する相談

高等学校等

特別支援学校

大学等

障害者
就労支援センター

就学支援ファイル
就学支援シート

学校生活支援シート 個別の移行支援計画

幼稚園

家庭

保育園

品川児童学園

東京都
児童相談センター 品川児童相談所

品川区
ボランティアセンター

品川区
社会福祉協議会

東京都心身障害者
福祉センター

品川区立小・ 中学校・ 義務教育学校

・乳幼児の健康相談
・発達相談
・医療助成等の申請
・心の健康に関する情報提供

・校内委員会の設置
・特別支援教育コーディネーターの指名
・対象児童・生徒の早期発見・実態把握
・学校生活支援シート の策定
・個別指導計画の作成
・関係機関との連携
・教職員の研修・専門性の向上
・保護者への理解・啓発

医療機関

卒
業

就
労

入
学

就
学
相
談

主として知的障害の
ある方への就労支援

発達障害者の
支援にかかわる
相談の総合窓口

ボランティアをしたい人
と求めている人の相談

と調整

障害者福祉にかかわる
地域づく りを行う民間組織

障害者と地域の
かかわりに関する総合窓口

・18歳までの児童に関する総合相談窓口
・障害児の施設入所の手続きの窓口

就学前の乳幼児の
発達に関する相談・療育

・主治医
・校医
・専門医

障害者の支援に関する
総合相談窓口

※障害児の家族に
事故等があった
ときの支援

ショートステイ

※知的障害

※発達障害

児童発達支援
（ 療育）

放課後等
デイサービス

療育支援ネットワーク 学齢期の特別支援体制

日中一時支援
（ 放課後サポート）

東京都
教育相談センター

品川区
教育相談室

専門家による
訪問相談チーム

スクールカウンセラー
（ 都費）

巡回相談員
（ 区費教育心理相談員）

学習支援員

介助員

都立
特別支援学校

・ 副籍事業
・ コーディ ネーター

による訪問相談
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就学相談
小学校・義務教育学校（ 前期課程）入学時、中学校入学時・義務教育学校（ 後期課程）進学時

教育委員会では、 入学・ 進学にあたっ て、 お子さ んが十分に力を発揮し 、 楽し い学校生活を

送るこ と ができるよう に、 専門の就学相談員が相談をお受けし ています。 こ の就学相談は、 保護

者の希望をも と に、 学校見学を案内し たり 、 学校教育についての情報をお伝えし たり し ながら、

望まし い就学先について一緒に考えていく も のです。

就学相談は、 保護者からの申込により 始まり 、 保護者の意思を確認し ながら、 下図「 就学相談

の流れ」 のよう に進めていきます。

お子さ んが実り 豊かな学校生活を送るこ と ができるよう に、 どう ぞ就学相談を御利用く ださ い。

教育委員会事務局教育総合支援センタ ー

03-5740-8202

保護者の希望や、お子さんの様子

をもとに、医師、小・ 中・ 義務教育

学校長の代表、心理相談員、特別

支援学校の教諭等の幅広い意見

と検討を加え、就学先についての

意見をまとめます。

心理職により、お子さんの状況を

客観的に把握するための発達検

査や行動の観察を行います。

③ 外部機関等による

行動観察・発達検査

申し 込みのときに実施日時・ 場所

についてお知らせします。

（ 8月から1月）

8月から1月まで

③ 就学相談員等による行動観察と

保護者面談
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学習支援員・ 介助員について

自力で の階段の上り
下り が困難な 児童・
生徒に 対し て 、 必要
な 介助を する 。

授業中に立ち歩いたり 、 教室を 飛び
出し たり 、 教室移動で危険を 伴う こ
と が予想さ れたり する児童・ 生徒に
対し て安全の確保を図る 。

給食の準備・ 片付け
が難し かっ たり 、 食
事動作がぎこ ち なか
っ たり する 児童・ 生
徒に対し 、 必要な介
助を する 。

自分一人で 更衣
する こ と の困難
な 児童・ 生徒に
対し て 、 着替え
がス ムーズに で
き る よ う に 介助
を する 。

道具の使い方がぎこ ちな
い児童・ 生徒に対し て見
本の動作を 示し たり 、 手
を と っ て教えたり する。

排泄の後処理に困難

がある 児童・ 生徒に対

し 、自立で き る よう に

介助をする。

学習支援員ができることの例 介助員ができることの例

・ 学習支援員・ 介助員は、 日常的に医療行為を必要と し ている児童・ 生徒に対し て配置するこ と はで

きません。

・ 学習支援員・ 介助員は、 授業を行う こ と を目的と し て採用さ れていないので、 教員免許状を持っ て

いても、 別教室で個別指導を行う こ と はできません。

・ 個別の対応については、 学校が作成する個別指導計画に基づいて学校と 介助員・ 学習支援員が連携

をし て行います。

品川区では、 通常の学級に在籍する個別の教育的ニーズのある児童・ 生徒に対し 、 将来の社会

参加や自立に向けた支援を行う こ と を目的に、 学校の要請に応じ Ｎ Ｐ Ｏ 法人を通し て学習支援

員・ 介助員を配置し ています。

どちらの制度も、 在籍校の校内委員会で作成さ れた個別指導計画に基づき、 教育委員会で判断

し て配置し ます。

学習支援員は、 読むこ と ・ 書く こ と ・ 聞く こ と ・ 話すこ と ・ 推論するこ と の一部に困難があっ

たり 、 コ ミ ュ ニケーショ ンを上手にと るこ と や感情・ 行動のコ ント ロールが苦手だっ たり する児

童・ 生徒の授業や集団へのスムーズな参加を支援し ます。

介助員は、 衣服の着脱・ 食事・ 排泄等の日常生活動作に困難があっ たり 、 移動や集団行動で安

全を確保する必要があっ たり する児童・ 生徒の生活介助・ 安全確保を行います。

また、 本制度の趣旨を十分いかすためには、 学習支援員・ 介助員の配置は自立のための手段・

手だてにすぎないこ と 、 児童・ 生徒へのかかわり の主体は学校・ 学級であるこ と を、 児童・ 生徒

にかかわる全ての大人が理解し ておく 必要があり ます。

読むこ と が苦手な児

童･生徒に対し て、 黒

板等に書かれた内容

を伝える。

聞いて理解するこ と が苦
手な児童・ 生徒に対し て､
先生の話を要約し て、 文
章や絵・ 図に表すなど、
支援する。

体育な ど のゲームで ルール
の理解が苦手な 児童・ 生徒
に対し て 、 手本を 見せた り 、
ルールを 文章や絵・ 図に表
すな ど 、 支援する 。

授業中に立ち 歩いたり 、 教室から 飛び出
し たり し てし ま う 児童・ 生徒に対し て、
立ち 歩き や飛び出し のき っ かけを 減ら し
たり 、 ク ールダウン や授業に復帰する き
っ かけを つく っ たり など 、 支援する 。
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学 校 名 ⑦ 第一日野小学校 〒141-0031

品川区西五反田6－5－32

東急目黒線 不動前駅から 徒歩7分
障害種別
学級愛称

知的障害
仲よし 学級

学級の教育目標

・ 自分のこと は自分でする子

・ みんなと 仲よく する子

・ 元気な子

特色ある教育活動

電話 03‐ 3492‐ 6258 FAX 03‐ 3492‐ 0939

特別支援学級（ 知的障害）

〈 記号の説明〉 記号の中の番号は学校番号です ◯。 特別支援学級（ 知的障害）・ 小学校 ◇ 特別支援学級（ 知的障害）・ 義務教育学校

□ 特別支援学級（ 知的障害）・ 中学校

・ 全教育活動を通して、友達との望ましい接し方を体得し、

集団の一員としての自覚、自立心を育てています。

・「 遠足」「 社会科見学」等の行事で、 通常の学級との「 交流

及び共同学習」を行っています。

・ 市民科では「 学級会」を行います。学級会では、 集会の計画

を立てたり、役割に分かれて集会の準備も自分達でします。

・ 活動を通して、友達と協力する気持ちや、相手を思いやる態

度を学んでいます。また、クラスへの所属感を深めています。

・ 集団遊びを通じて、遊びの中からルールや社会性を学ん

でいます。

・ 一貫教育の趣旨を踏まえ、日野学園（ 後期課程）の特別支

援学級と授業交流をしています。

・ 西五反田保育園のひまわり組（ 5 歳児）と年に 4 回の交流

をしています。

・ 基礎体力の充実、運動機能の向上を図り、社会生活に必要

な判断力、行動力、実践力を育てています。

・ 児童の実態に応じたきめ細かい指導と、児童の身辺自立

や食事等の基本的生活習慣の定着に努めています。

小学校・ 中学校・ 義務教育学校においては、 特別な支援が必要な児童・ 生徒に対し て学校全体で支

援し ていく こ と と さ れています。 こ のため、 障害の状態により 特別の支援が必要な児童・ 生徒につい

ては特別支援学級での指導、 通常の学級での障害に配慮し た指導が行われています。

特別支援学級（ 知的障害） では、 通常の学級の教育課程を基本にし ながら、 児童・ 生徒の実態に応

じ た弾力的な教育課程を編成し ています。

知的障害特別支援学級では、 記憶、 推理、 判断などの知的機能の発達に遅れがみられ、 社会生活へ

の適応が難し い児童・ 生徒を対象に、 一人一人の言語面、 運動面、 知識面などの発達の状態や社会性

などを十分把握し 、 児童・ 生徒の主体性や自発

性が十分に発揮できるよう に工夫し ています。

そのために、 小集団の中で、 個に応じ た生活に

役立つ内容を重視し ています。 例えば、 知的障

害学級の 1 年～ 4 年では、 体力づく り や基本

的な生活習慣の確立、 日常生活に必要な言語や

数量などの指導を行っています。 知的障害学級

の 5 年～ 9 年では、 日常生活に加え、 社会生

活や職業生活につながる知識や技能などが身に

付けられるよう な指導を行っ ています。
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学 校 名 ⑰ 浜川小学校 〒140－0013

品川区南大井4－3－27

電話 03‐ 3761‐ 0530 FAX 03‐ 3761‐ 0609

京浜急行線 立会川駅から 徒歩5分
障害種別
学級愛称

知的障害
5組

学級の教育目標

・ 自分で学ぶ子
・ 友だちと 仲良く する子
・ やり ぬく 子
・ いつも笑顔の子

特色ある教育活動

学 校 名 � 中延小学校 〒142－0053

品川区中延1－11－15

電話 03‐ 3781‐ 4016 FAX 03‐ 3781‐ 4063

東急池上線 荏原中延駅から 徒歩5分
障害種別
学級愛称

知的障害
3組

学級の教育目標 特色ある教育活動

・ 自立と 社会参加を めざす上で必要な力を 身に付け

ら れるよう にするため、 特別支援学校の教育課程を

参考にし て学級の教育課程を編成し ています。

・ 児童の学習に対する理解や動機付けを 高め、「 確か

な学力」を身に付けさ せるため、ICT 機器を活用し て

指導にあたっ ています。

・「 確かな学力」の定着を進めるため、通常学級と の「 交

流及び共同学習」 はねら いをも ち、 精選し て行っ て

います。

・ 特別支援学級から 主体的に交流を 進めるため、「 年

忘れ子ども 会」 を企画・ 運営し 、 通常学級の児童と

の受け身ではない交流活動を行っ ています。

・ ３ 年生以上は、 教科に応じ て全体指導、 グループ指

導を取り 入れ、 個に応じ た指導をいっ そう 充実し て

います。

〈 １ ～４ 学年の目標〉

・ たのしく 学ぶ子　 ・ 友達と いっしょ にとり く む子

・ 自分のこと は自分で行う 子

〈 ５ ～７ 学年の目標〉

・ すすんでたのし く 学ぶ子 ・ みんなと いっし ょ に

とり く む子　 ・ 自分のことは自分から行う 子

※学年の目標設定は、 1～4学年、 5～7学年、 8～9学年の三段階（ 4-3-2） に応じ た一貫教育9年間を見通し て設定し ています。

・ 特別支援学級全教員が協力し 、教科、内容によっ て、

全体指導、グループ指導、個別指導等、指導体制を工

夫し 、日々活動を行っ ています。

・ 漢字・ 計算など、 学習の基礎・ 基本の力を個に応じ

て指導し 、 実生活につながる よ う に指導し ていま

す。

・ 情緒の安定や思いやり の心を育てるために、 異学年

で構成さ れている利点を生かし 、 縦割り でのグルー

プ活動を意図的に設けます。

・ 集中と 姿勢保持の力を伸ばすために、 毎朝、 背筋を

伸ばし ての立腰姿勢を決まっ た時間保持するこ と に

取り 組む等、継続的に基礎体力の向上を図り ます。

・ 通常の学級と の「 交流及び共同学習」 を推進し ます。

学校行事、学年行事、朝会、集会等に、全学年交流学

級で参加し 、 通常学級と の共生を進めています。１ 、

２ 年生は音楽・ 生活科の教科交流を行い、 また３ 年

生以上は児童の実態に応じ て、 教科交流を 広げま

す。
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学 校 名 ③ 浅間台小学校 〒140－0004

品川区南品川6－8－8

電話 03‐ 3474‐ 2727 FAX 03‐ 3474‐ 2756

京浜東北線・ 東急大井町線 大井町駅から 徒歩10分
障害種別
学級愛称

知的障害
3組

学級の教育目標

・ 自分のこと は自分で行う 子ども
・ 友達と 一緒に学ぶ子ども
・ 最後までやり 抜く 子ども

特色ある教育活動

・ 教育活動全体を通し て、社会生活に必要な判断力、行

動力、実践力を育てていきます。

・ 児童の実態に応じ て、きめ細かい指導を行い、児童の

身辺自立等の基本的生活習慣の定着を図り ます。

・ 通常の学級と は、学校行事、学年行事、朝会、集会、朝

学習等を通し て交流及び共同学習を行います。

・ たてわり 活動、 ク ラ ブ活動等へ参加し 、 友達と のコ

ミ ュ ニケーショ ン力を育てます。

・ 漢字や計算等、 学習の基礎・ 基本を児童の実態に応

じ て指導し 、自立につながるよう に指導し ます。

学級の教育目標

〈 １ ～４ 学年の目標〉
・ 自分のこと は自分でする子
・ 友達と なかよく する子
・ 元気にすごす子
〈 ５ 、 ６ 学年の目標〉
・ 自分から進んで学ぶ子
・ 自分から進んで人と かかわる子
・ 自分から進んで体を鍛える子

学 校 名  上神明小学校 〒142－0043

品川区二葉4－4－10

電話 03‐ 3781‐ 4792 FAX 03‐ 3781‐ 5047

東急大井町線 中延駅から 徒歩7分
障害種別
学級愛称

知的障害
ほほえみ学級

特色ある教育活動

・ 個性を伸ばすきめ細やかな指導に学校全体で取り 組

み、児童一人一人の自立心を育てます。

・ 学習規律、基本的生活習慣等の定着を図り ます。

・ 家庭と の連携を密にし 、 個別指導計画の充実を図る

こ と で、個の力を高めます。

・ コ ミ ュ ニケーショ ン力の向上に力を入れ、 集団生活

に適応するための社会性を育てます。

・ 小規模校のよさ を生かし て、 共同学習や他学年と の

交流学習を行います。

・「 地域の子ども 」と し て健全に育成できる環境づく り

を進めていきます。
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学 校 名 〒142-0064

品川区旗の台5－11－13

電話 03‐ 3781‐ 5643 FAX 03‐ 3781‐ 5810

東急大井町線・ 池上線 旗の台駅から 徒歩5分
障害種別
学級愛称

知的障害
1組

特色ある教育活動

生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、学ぶ楽し

さ 、知る喜びが得ら れるよう 取組を工夫し 、その

もてる力を高め、学習上の困難を改善または克服

するための適切な指導および必要な支援を行い

ます。

通常学級と の体育大会・ 文化祭・ 給食交流、校外学

習等への参加、交流を通じ 、コ ミ ュニケーショ ン

能力を養い、円滑な人間関係の構築を図り ます。

将来に向けて、健康、安全な生活のために必要な

知識や技能、態度を身に付けます。体験的な学習

を多く 取り 入れ、生徒の自立や社会参加に向けた

主体的な取組を行います。

・

・

・

・ 基本的な生活習慣を確立し、身辺自立を図る。

・ 基礎的な学力を身に付け、自ら考え行動できる力を

育てる。

・ 仲間を大切にする思いやりのある豊かな心を育てる。

・ 安全に心がけるとともに心身を鍛え、生きる力を育

てる。

荏原第五中学校

学 校 名 ◇1 日野学園 〒141－0022 品川区東五反田2－11－1

電話 03‐ 3441‐ 3209 FAX 03‐ 3441‐ 3246

山手線・ り んかい線 大崎駅から 徒歩6分

山手線・ 都営浅草線・ 東急池上線 五反田駅から 徒歩6分
障害種別
学級愛称

知的障害
5組（ 7年～9年）

特色ある教育活動

学級の教育目標

学級の教育目標

生徒一人一人の実態、個 の々力に応じ た社会自立に向

けて、心身と もにたく ましく 、充実し た社会生活を営む

こと ができる生徒の育成を目指す。

・ 基本的生活習慣の確立さ れた生徒を育てる

・ 基礎的知識の習得と基礎学力を身に付け、日常生活に

生かすこと のできる生徒を育てる。

・ 健全な心身の成長と情操豊かな生徒を育てる。

・ 集団の一員とし ての自覚をもち、協調し よう と する生

徒を育てる。

・ 個別指導計画をもと に、基本的な生活習慣の確立と

学習の基礎・ 基本の定着を図り ます。また、生徒一人

一人の実態に応じて、学年の枠を超えたグループ別学

習や複数の教員による指導といったよう に学習指導

の工夫・ 展開をし ます。
・ 年間で交流する学級を固定し、幅広い人間関係を育て

るため、文化的・ 体育的・ 奉仕的行事や授業を通し、通

常学級との「 交流及び共同学習」を進めます。

・ 将来の進路選択に向けた進路学習を３ 年間見通した

計画に基づき指導しています。７ 年生は職場訪問、８

年生は職場体験、９ 年生は進路説明会を実施し ていま

す。また、学級全体で特別支援学校などの上級学校訪

問を実施し ています。

・ キャリ ア教育に重点を置き、作業学習や生活の時間の

中で事務作業（ 名刺作り 、カレンダー製作）、ビルクリ ー

ニング、接客業務などを行いながら、将来の社会参加

や自立に向けた学習に意欲的に取り 組み、集団の中で

協力する事の大切さや責任感を学びます。また、日頃

からお世話になっている先生や保護者の方に製作し

たカレンダーを届ける活動によって、感謝の気持ちや

自尊心を育みます。
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学 校 名 ◇2 伊藤学園 〒140－0014

品川区大井5－1－37

電話 03‐ 3771‐ 3374 FAX 03‐ 3771‐ 0944

横須賀線 西大井駅から 徒歩6分
障害種別
学級愛称

知的障害
ひまわり組（ 1年～6年）・6組（ 7年～9年）

学級の教育目標 特色ある教育活動

・ 1年生から9年生までを、いろいろな形のグルー

プに分けて授業を行い、義務教育学校の特色を生

かし た活動を行います。

・ 学校行事では交流学年に入り、通常の学級の児童・

生徒と 共に活動をし ています。

・ 区内の特別支援学級と 連合で、連合宿泊学習、学

習発表会、連合スポーツ大会を行っています。

・ 「 市民科」では、社会生活を送っ ていく 上で、必要

と なる事柄を学習し ています。

（ 整理整頓、買い物、調理、地域のお店、いろいろな

仕事、公共機関の利用、マナー、生活設計）

・ 自立に向けて努力できる人

・ 体を鍛えよう と 努力できる人

・ 周り の人たちと 協調していける人

◇ ６ 組の様子◇ ひまわり 組の様子

学 校 名 ◇3 八潮学園 〒140－0003

品川区八潮5－11－2

電話 03‐ 3799‐ 1641 FAX 03‐ 3799‐ 1643

都営バス・ 京急バス 「 八潮北」下車2分
障害種別
学級愛称

知的障害
5組（ 1年～9年）

学級の教育目標 特色ある教育活動

・ 達成感がも てる活動を多く 取り 入れ、 最後まで
あきら めずにやり 遂げる力を身に付けさ せます。

・ 日常生活に関連し た生活単元学習を行い、 基本
的な生活習慣を身に付けます。

・ 義務教育学校の特徴をいかし 、 5組の合同学習
や合同行事を計画的に行います。

・ 通常の学級と の「 交流及び共同学習」 を通じ 、
集団の中の一人と し て主体的に行動できる力を
身に付けさ せます。

・ 保護者と の連携はも ちろ ん、 「 保護者への支援」
を踏まえた進路指導を行います。

自ら考え、 自己の目標に向かって、 最後までやり 遂げ
よう と する態度を育てる。
強く 丈夫な身体に鍛え、 意欲的な態度を育てる。
思いやり をもって協力し 合える態度を育てる。

・ 通常学級と の交流学習を積極的に行いながら仲間と
のかかわり を丁寧に指導し ています。

・ 習熟度に応じた少人数クラスを設定し、 学びやすく 、
わかり やすい、 「 手厚い授業」 を行っています。

・ 学級会や給食指導、 体育・ 文化活動においても、 複
数の教員がチームと なり 、 きめ細かい支援・ 指導を
行っています。

◇ 前期課程５ 組の様子 ◇ 後期課程５ 組の様子
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学 校 名 ◇4 荏原平塚学園 〒142－0051 品川区平塚3－16－26

徒歩10分 ／東急目黒線 武蔵小山駅から 徒歩10分

東急池上線 戸越銀座駅から 徒歩7分 ／都営浅草線 戸越駅から

電話 03‐ 3782‐ 7770 FAX 03‐ 3782‐ 9137

障害種別
学級愛称

知的障害
5組（ 7年～9年）

学級の教育目標 特色ある教育活動

・ 基本的生活習慣を確立する

・ 人と の関わり を大切にし、 自他ともに尊重する

・ 進んで体を鍛え、 健康でたく ましく 生きる

・ 自ら学習に意欲的に取り 組む

・ 基礎的な学力の定着および伸長

卒業後の姿を見据え、３ 年間で社会生活において必要

と さ れる基礎的な学力の定着および伸長を図り ます。

・ 一人一人の課題やニーズに応える学習指導

生徒の実態に応じ た学習指導を工夫、展開し ます。

・ 多様な集団で社会性を育む

義務教育学校のよさ を生かし 、異学年と の「 交流及び

共同学習」を実施し て社会性を育みます。学校行事は

通常学級と 共に活動し ます。

・ キャ リ ア教育の推進

相手を 意識し たコ ミ ュ ニケーショ ン 能力を 養いま

す。また、職場体験や上級学校訪問を実施し ます。

・ 基礎体力や運動機能の向上

心身の健康と 、将来就労生活を送るにあたっ て必要

と さ れる体力の保持増進に努めます。

・「 学びやすさ 」「 学ぶ楽し さ 」を体感できる環境

Ｉ ＣＴ 機器等を活用し 、視覚的・ 聴覚的に学びに取り

組みやすい授業を行います。

学 校 名 品川学園◇5 
〒140－0001

品川区北品川3－9－30

電話 03‐ 3474‐ 2671 FAX 03‐ 3474‐ 2673

京浜急行線 新馬場駅から 徒歩6分
障害種別
学級愛称

知的障害
5組（ 1年～6年）・ 6組（ 7年～9年）

学級の教育目標 特色ある教育活動

・ 社会の中で生き甲斐をもち、 充実し た生活を

送ること ができるよう 、 意欲的に社会参加・

自立する児童・ 生徒の育成を目指す。

５ 組・ ６ 組の合同授業を年２ 回実施し 、 特別支

援学級における 連携を 深め、 第７ ～９ 学年の

リ ーダーシッ プを育てます。

交流学級を年間で固定し 、通常の学級と の「 交流

及び共同学習」 を進める中で、 相互に理解を深

め、豊かな人間関係を育みます。

個別の指導計画をも と に、 基本的な生活習慣の

確立と 学習の基礎・ 基本の定着を図り ます。学

んだこ と を 生かすための経験や体験を 重視し

て、行事に取り 組んでいます。

都立品川特別支援学校と 、 ５ 組・ ６ 組と の交流

を年間３ 回実施し ています。豊かな心を育てる

と と も に、地域への所属感を高めます。

キャ リ ア教育の第一段階と し て、５ 組では、係・

当番活動を通し て学級の一員と し ての役割を果

たせるよう にし ます。６ 組では、職業生活に必要

と さ れる 基本的な作業態度を 身に付けさ せま

す。８ 学年では、 地域の中で働く「 職場体験」を、

９ 学年では「 上級学校調べ・ 見学」を実施し てい

ます。

①

②

③

④

⑤
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学 校 名 ◇6 豊葉の杜学園 〒142－0043

品川区二葉1－3－40

電話 03‐ 3782‐ 2930 FAX 03‐ 3782‐ 1497

東急大井町線 下神明駅から 徒歩3分
障害種別
学級愛称

知的障害
5組（ 1年～9年）

学級の教育目標 特色ある教育活動
（ 義務教育学校と し て、 １ ～９ 学年の目標を設定し

ています。 ）
＜１ ～４ 学年＞
・ 自分のこと は自分でする
・ 友だちとなかよく する
・ 元気にすごす
＜５ ～７ 学年＞
・ 自分からすすんで学ぶ
・ 人と のかかわり を大切にする
・ 自分からすすんで体を鍛える
＜８ ～９ 学年＞
・ 自分で課題を見付け学ぶ
・ 思いやり の心で誠実に生きる
・ 自分で心身の健康を保つ

児童・ 生徒一人一人の実態に応じ た指導を展開し て

います。

体験的な学習を多く 取り 入れること により 、 生活に

生かすこ と のできる力を育てます。 また、 学級集団

と し ての力の高まり を目指し、 将来の社会生活への

基盤づく り を行います。

交流活動の充実を図り ます。 交流学級（ 学年） と 一

緒に活動し、 遠足・ 各種集会・ 運動会・ 移動教室・

学習成果発表会・ 教科学習・ 校外学習等の内容につ

いては、 児童・ 生徒の実態に応じ て、 相談し ながら

進めます。

学級で協力し て進める活動の充実を図り 、 思いやり

の心を育てます。（ 野菜の栽培や収穫・ 調理活動・ 市

民科の集団ゲーム・ 清掃活動・ 係活動・ 集会での発表・

区内特別支援学級と連合で行う 行事等）

義務教育学校と し ての９ 年間を見通し 、 系統立てた

教育を行います。 キャ リ ア教育、 体力の向上、 健康

の保持・ 増進を図り ます。

・

・

・

・

・
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・・・・・・・・・・・・・・

・ ・ ・

・・・・
・・・・

・・・・・・・・
・・

・・・・・・・

・・・・・5

・・・・・・・・

平成３０ 年度より 浜川中学校に、 知的な遅れはないが、 自閉症スペクト ラム障害などにより 通常の学

級で学ぶこと に困難さ のある生徒を対象として、固定の自閉症・ 情緒障害特別支援学級を開設し まし た。

大きな集団で学ぶことの苦手な生徒が、 小集団（ ８ 人で

１ 学級） で、 基礎的・ 基本的な学力や社会性を身に付

けら れるよう に学習環境を整えます。

基本的には通常の学級と 学習内容も 指導内容も 同じ

ですが、 通常の学級のよう な大きな集団（ １学級３５ 人

から４ ０ 人程度） では効果的な学習に取り 組むこ と が

困難な生徒のために、 小さ い集団で情緒の安定・ コミ ュ

ニケーショ ン能力の育成をする授業（ 自立活動） を行っ

ています。

※ 平成３０ 年４ 月に開設しまし た。

111 ・・・・・・313
・・ 33 1 11 ・・・ 3  3 1 3
・・・・・ ・・・・・・ ・・・
・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・11・

・ 情緒の安定を図り、 豊かな人間関係を育む。

・ 自己や他者の特性を理解し、 自他を尊重する姿勢

を育む。

・ 生活や学習上の困難さを改善し、 自立や社会参加

に向けて努力するたく ましさを養う 。

・ 基礎学力・ 基本的生活習慣を身に付け、 国際性豊

かな社会の形成者として社会に適応できる力を育む。

・ 学級は、１ 学級８ 名までの小集団で構成し ます。

・ 基礎的・ 基本的な学力や、 社会性を身に付けるこ と

に重点を置いています。

・ 基本的には、 通常の学級と 学習内容も 指導内容も 同

じ です。

・ 情緒の安定をはかり 、 社会性やコ ミ ュ ニケーショ ン

能力を 向上さ せる こ と を 目的と し た授業（ 自立活

動）があり ます。

・ 自立活動では、① 認知機能を 高めるト レ ーニングや

生活の振り 返り を行い、 自己理解・ 他者理解を深め

ます。② ソ ーシャ ルスキル（ 対人関係や集団行動を

適切に行う ための方法）や、 コ ーピングスキル（ スト

レス対処法）を学びます。

・ 通常の学級における同学年のク ラ スから 、 親学級を

決定し ます。

・ 本人と 保護者の希望や、 本人の状況を考慮し て、 親

学級への交流や行事の参加の仕方を決定し ます。※ 見学の際には、 事前予約が必要です。授業公開日

の場合でも 、事前にご連絡をお願いし ます。
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特別支援学級（ 病弱）

学 校 名 ・ 清水台小学校 〒142－0064

品川区旗の台1－11－17（ 昭和大学病院入院棟17階）

電話 03‐ 3781‐ 4841 FAX 03‐ 3781‐ 4838

東急大井町線・ 池上線 旗の台駅から 徒歩5分
障害種別
学級愛称

病弱
さ いかち学級

学級の教育目標 指導の重点

主な指導内容

品川区では、 昭和大学病院に入院し ている医療上の管理が必要な児童を対象に、 清水台小学校を母

体校に、 病弱特別支援学級を設置し 、 健康面に配慮し たきめ細かな指導を行っています。

そこ では、 主に小学校・ 義務教育学校前期課程の教科指導を行う 一方、 入院による学習の遅れに配

慮し た指導も 行っ ています。 特に、 治療等で学習空白のある児童には小集団学習等を行っ たり 、 長

時間の学習が困難であっ たり 、 毎日出席するこ と が困難であっ たり する児童に対し ては、 内容を精選

し た指導計画を作成するなどの工夫を行っています。

また、 病気への理解や健康の保持・ 増進にかかわる学習を

行う と と も に、 病気への不安や自信喪失などに対応し た心の

健康に関する学習も行っています。

・ 自分の体の状態を知り 、 安全で健康な生活を送る
ことができる。

・ 自分に合った計画を立て、 進んで学習に取り 組む
こと ができる。

・ 仲間と のかかわり 合いを通し て、 豊かな気持ちで
生活すること ができる。

・ さ いかちでは治療に向かう エネルギーを蓄える。

・ さ いかちでは安心し て友達と 楽し く 過ごす。

・ さ いかちではやり たいこと を自分で選択できる。

（ つらい時はつらいと 言える）

・ 一人一人にと って安全・ 安心な場であること を保

障する。

・ 一人一人にと っての活動、 確実な学びを保障する。

・ 生活リ ズムを整え、 在籍校・ クラスへ戻る心の準

備を進める。

▲ 17階のさ いかち学級から見える風景。 子どもたちが創作し た気球

が空に浮かんでいるよう に見えます。
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〈 記号の説明〉 記号の中の番号は学校番号です。 ● 特別支援学級（ 通級制）・ 小学校 ◇特別支援学級（ 通級制）・ 義務教育学校後期課程

特別支援学級（ 通級制・
難聴
言語障害）

学 校 名 戸越小学校 〒142－0042

品川区豊町2－1－20

電話 03‐ 3781‐ 2862  FAX 03‐ 3781‐ 2949

東急大井町線 戸越公園駅から 徒歩6分
障害種別
学級愛称

言語障害（ 通級指導学級）
こ と ばの教室

学級の教育目標 指導の重点

・ 個別指導を原則と し 、 児童と 指導者と の信頼関係

を築く 。

・ 児童一人一人のこと ばの状態を的確に把握し 、 個

別指導計画に基づいて指導する。

・ 児童が意欲的に学習に取り組めるよう 、 教材・ 教具

を精選し 、 活用を図る。

主な指導内容

・ 正し い音の聞き分けや音を出す学習をし 、正し い

発音を身に付けさ せます。

・ こ と ばの知識や抽象概念の形成、理解の不十分さ

を補う 指導をし ます。

・

・ 読み書きの困難に対し て、 個々の課題に応じ た指
導をし ます。

心身の緊張をほぐし 、のびのびと 自己表現ができ

るよう にし ます。

言語に障害のある児童が、個々の課題を克服し、学校

生活に適応できるよう にする。

・ 自信をもって話す

・ 人の話をよく 聞く

・ すすんで楽しく 活動する

小学校・ 中学校・ 義務教育学校で、 ほと んどの授業を通常の学級で受けながら 、 障害に応じ た課題

を改善・ 克服するための指導を週 1 回程度（ 1 時間から 8 時間）、 専門的な施設・ 設備の整ったと こ ろで

受ける指導を通級による指導と いいます。

品川区では、 小学校・ 義務教育学校前期課程に言語障害・ 難聴の通級指導学級を、 中学校・ 義務教

育学校後期課程に難聴の通級指導学級を設置し ています。

話し 方や聞き取り に不安のあるお子さ んに対し ては、 言語障害通級指導学級（ 戸越小学校・ こ と ば

の教室、 台場小学校・ こ と ばの教室） で、 お子さ んの興味・ 関心に応じ た遊びや会話を通し て、 正し

い発音の仕方や楽に話す方法を指導し ます。 聞こ えにく いお

子さ んに対し ては、 難聴通級指導学級（ 台場小学校・ きこ えの

教室、 豊葉の杜学園〔 後期課程〕・ き こ えの教室） で、 お子さ

んの聞こ えを生かし て、 補聴器等の活用に努め、 言葉の理解を

促し ながら、 お子さ んの可能性を最大限に伸ばす指導を行って

います。

※ 中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） の情緒通級指導学級につ

いては、 平成 30 年 4 月から特別支援教室（ P.19） に移行し

まし た。
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学 校 名 台場小学校 〒140－0002

品川区東品川1－8－30

電話・ FAX  03‐ 3471‐ 4943

京浜急行線 北品川駅・ 新馬場駅から 徒歩7分
障害種別
学級愛称 きこ えと こ と ばの教室

主な指導内容

学級の教育目標

・ コミ ュニケーショ ン能力を高め、 将来の生活力を
築く 基盤を身に付ける。

・ 自分のきこえの状態を知り 、 聞き取り の力を伸ば
し 、 学習に自信がもてるよう にする。

・ 音の弁別や正し い発言ができるよう にする。
・ 伸び伸びと 自己表現できる力を育てる。
・ 言語発達を促し 、 こと ばの理解を深める。

・ 週 1～3 回、1 回につき 45～90 分（ き こ え）、週 1 回

90 分（ こ と ば）の個別指導を行います。

・ きこ えと こ と ばの合同グループ活動や、 児童の実態

に合わせた小集団活動を行います。

〈 き こ え〉

・ 聞き と る力、 話す力を高め学習意欲を育てます。

・ き こ えにく さ から 遅れがち にな る 学習に対し て、

教科に関する指導・ 助言を行います。

・ 自分のき こ え方を 理解し たり 補聴器の管理が正し

く できたり するよう にし ます。

・ 言語発達を促し 、 こ と ばの理解を深めます。

・ 小集団活動を通し て社会性を育みます。

〈 こ と ば〉

・ 正し く 発音ができ る よ う になる ための練習や、 音

を正し く 聞きわけるための学習をし ます。

・ 伸び伸びと 話を し たり 、 自己表現を し たり でき る

よう にし ます。

・ 読み書きの困難に対し て、 一人一人の課題に応じ た

学習をし ます。

・ 言語発達を促し 、 こ と ばの理解を深めます。

指導の重点

〈 きこ えの教室〉

・ 聞き取る力、 話す力を高め、 学習意欲を高める。

・ 自分のき こ えの状態を 理解し 、 補聴器を 活用し よ

う と する気持ちを育て、 心の安定を図る。

・ 使えるこ と ばを豊かにし 、 表現力を高める。

〈 こ と ばの教室〉

・ 正し い発音を身に付ける。

・ 遊びや会話を 通し て使える 言葉を 豊かにし 、 言語

表現能力を伸ばす。

・ 読むこ と 、 書く こ と に関する力を伸ばす。

〈 共通〉

・ 社会性や豊かな心を育む。

・ 在籍学級や家庭と 連絡を と り 合い、 児童への適切

な支援を行う 。

難聴・ 言語障害（ 通級指導学級）

学 校 名 〒142－0043

品川区二葉1－3－40

電話 03-3782-2930 FAX 03-3782-1497

東急大井町線 下神明駅から 徒歩2分
障害種別
学級愛称

難聴（ 通級指導学級）
きこ えの教室（ 7～9 年）

学級の教育目標 主な指導内容

豊葉の杜学園

・ 自分で考え、 実行する生徒

・ 自分の障害について知り 、

努力する生徒

・ 将来の見通し をも ち、 積極的

に行動し よう と する生徒

・ 個に応じ た指導（ 自立活動）が中心です。

・ 個別の実態に応じ て、週 1～2 回（ 週 1～8 時間）の指導です。

・ 聞こえづらさ から生じ る学習の困難さ について、静かな環境で個に応

じ た自立活動を行います。

・ 聞き取り や発音練習を含め、わかる言葉や使える言葉を増やします。

・ 自分のト ラブルを解決できるよう に、自己表現の方法を学びます。

・ 生活の中のルールやマナーについて学びます。

・ 聴覚検査や補聴器の使用の確認などを行います（ 台場小学校の機器を

使用すること もあり ます。）。

・ 学習活動、情報保障、日常生活、行事参加がスムーズにできるよう に在

籍学級の担任と 連携を図り ます。

※平成３０ 年４ 月に後期課程生徒（ ７ 年～９ 年生）を対象に開設しました。

◇6 
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●●小学校 ●●・ 学園

特別支援教室●年●組教室

対象の児童は、週に１ 日程度、決まった時間に特別支援教室に移動し、
訪問指導の先生から個別や小集団での指導を受けます。

連 携
学級担任 指 導訪問指導教員

指導の重点

主な指導内容

・ 話す、 聞く 、 質問をする等を通し て、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力を伸ばし ます。

・ 感情や行動をコ ント ロールする方法を学習し 、 対人関係や社会性を身に付けさ せます。

・ 自分にあっ た学習方法を身に付けさ せます。

・ 姿勢保持と 基本的な行動・ 動作を身に付けさ せます。

・ 不安感を解消し 、 情緒の安定を図り ます。

意思の伝達能力を高め、 児童が円滑な友達関係をも つこ と ができるよう コ ミ ュ ニケーショ ン能力

の育成を図る。

あら ゆる学習場面を通し て、 自信の回復を図り 、 情緒の安定を図る。 児童が学習に対し て意欲

をも てるよう に、 能力に応じ た課題を設定し て基礎的な学力を高める。

特別支援教室の一例 小集団での学習スペースの一例
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特別支援教室（ 中学校・義務教育学校〔 後期課程〕）

訪問指導の3拠点校から

担当の教員が訪問し て、

指導します。

新し い指導の方法

利用する生徒の校内の動き

●●中学校 ●●・ 学園

特別支援教室●年●組教室 対象の生徒は、週に１ 日程度、
決まった時間に校内の特別

支援教室で、訪問指導の教員
から個別や小集団での

指導を受けます。

訪問指導教員連 携

指導

学級担任

特別支援教室での指導内容

個別指導・ 小集団指導を通し て生徒一人一人の特性に合っ た指導を行います。

具体的には　 ・ 生活習慣の形成のための指導　 　 　 ・ 運動機能、 感覚機能を高めるための指導

　 　 　 　 　 　 ・ 人と の関わり を深めるための指導　 ・ 注意を集中し 続けるための指導

　 　 　 　 　 　 ・ 社会生活で必要なスキルやマナーを身に付けるための指導 などを行います。

品川区では、 平成 30 年度から 全ての中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） に特別支援教室を設置し

ています。

特別支援教室は、 週に 1 日程度決まっ た時間に、 お子さ んが通っ ている学校内にある「 特別支援

教室」（ 名称は各校で異なり ます。） で、 訪問指導の先生から 指導を受ける仕組みです。

対象は、 品川区立の中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） の通常の学級に在籍する発達障害等のあ

る生徒です。 特別支援教室を利用し 、 早期に適切な支援や指導を受けるこ と で、 お子さ んの学習に

向かう 気持ちや態度に良い変容を導き出し ます。

生徒が自分の学校で指導を受けられること によって、 他の学校まで移動するために必要な時間と 負担

が不要になり ます。また、訪問指導教員と 学級担任の間での情報共有がさ らに深まること が期待できます。
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品川区の特別支援学級設置校

③

○34

◇6

◇4

品川区の特別支援教育

令和 元年 5 月発行

編集・ 発行 品川区教育委員会事務局 教育総合支援センタ ー 特別支援教育係

〒141－0031 品川区西五反田6－5－1

電話 03－5740－8202(直通)

フ ァ ク シミ リ 03－3490－2007

知的障害特別支援学級

⑦第一日野小学校

⑰浜川小学校

○24 中延小学校

③浅間台小学校

○34 上神明小学校

◇1 日野学園（ 7年生以上）

◇2 伊藤学園

◇3 八潮学園

◇4 荏原平塚学園（ 7年生以上）

◇5 品川学園

◇6 豊葉の杜学園

◇6 豊葉の杜学園（ 7年生以上）

○36 清水台小学校

（ 昭和大学病院内）

病弱特別支援学級 言語障害通級指導学級

難聴通級指導学級自閉症・ 情緒障害特別支援学級

台場小学校

台場小学校

※情緒障害等通級指導学級
は特別支援教室に変わり
まし た。
詳しく は17～19頁を御覧
下さ い。


